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メヨニ氏ヒ ア性 ーノV 験要 ア 除キ

極 レ 遁ノ、ネ研ナ立ヱニ ス ,f~：； 去漉
戸1

メ山セ尉~ JV 究 JV 毎 ヨ 藻ス液

ア議ス藻 」ノヲニ FーZガ「 レ 土ノV ヲ 1

少メト土玄結以細 J、山 中 コ得 ．

1 時裳云~~ ~果ア菌細 此 ユトへ

間置へ i慮吉巾 此 陪 ノ 歯ι『 装 保及ク

ニヲリ遁こ乙装所有 3置 留数之、
過完叉材モ宙：ニ無プノ、 セ i旦カ

--, 

キ全ヂト亦ノ於ヲリ必 ラ間活
ヨ

スユリジ賞細ア検ォジ ノV 毎・メ

ジ殺ン手験菌容セネモ 、 ニニ
L-

ア菌..－.， ，.、ェヲ易リ 細 細装ノ、
ω 、ン

装ス 山液 ョ完ユ姦三三菌 菌置表

置 JV 。5・樺リ金之 ，ニ~Z 鴻 ヲ全面
‘、~ --, ーす ご．

ノモモノ プニヲピ S 遇 完部ユ
(1) 

掃 細此鴻 1 鴻稜プとユ 全ヲ附



,fl£ 過 モ ヱヰ 絶 コぇ リ J、、 ~是 ：ク ：ノV 除、 、
藻 開 蓮 ノ ιフ 劃 i時 ー寸 フ セ 等 一 ＝玄 ヲ

土 係 度 ーー 一 － ー フ /V サ諸度 怠

ーー ス '/ ア ；止 必細 、 ノV 氏 装ア ノレ

有 ノV 大 フ '.V 要菌
ノV
(_ 虫日 jJ ノ 置 リ 時、

機 コ サ リ ’ナ ノ ク 如賞 中 叉 ノー、 、
物 ト 井田 JV 之 Jえ キ 金n ヨ？ 駿 ーー 甚往

ト 殆 菌 ん ヲ JV i慮 キ ナ モ 結多 タ 々
ー可

ア ト 指 キ 要 場 液 モ フ 或果 数不 一
JV 疑 過モ 二九 合 ヲ 全 三ミ ノV ノ 潔 ジ

、
カ ヲ ノ 又 JV ーー 生然 且串 ヲ 古田 ナ 7 

ー「

リ ＇｛ヨ－・ 効全 － ー J、 Jえ －－－。‘ ツ 者 レ’ 菌 JV 原；
しー ー寸

又 v 果然 ，、ご 厳 ノV ノV 売目 d，、 ノ、 繁水 液
一寸

.＞、 ヌ、 如無 ノV 重 コ ケ 菌 其 ，、。、 殖 ヨ ヨ

土 何効 ケ ナ 7 議穂． ノV Jえ リ リ
ご乙

類 d，、 ナ ’プ ノV ア JV 過 過 ケ JV J、 モ
二~

〈主Ti: 賓 JV ノV 議 JV ーー 蓮 フ 時 到多
Lー "-

属 ーー モ ド 行 ヲ
(_  

ノ 開 度 JV J、 底数

或 使 ノ ノ 試畿 瀧 ごJ〆 Jt 長細 ノ
(_ 

J、 用 一 鴻駿見 過 プ 鞍 ノ ク 医！ 志向
干重 」毛 モ 過 ノ セ 装 ごE 的 鵠ー 櫨 ナ 菌

々 ノν ア 装後 シ 置 結大 ；邑 液 キ ヲ

ノ 所 フ 置 之 ヲ ヲ 果 一 装 ヲ 鴻合、
有 ノ サ ノ、 ヲ 以 否 v良耐置 不 液有

機 柑： ノV 甚使 ブ 雪..?l・ 好久 J、 潔 ヲ 二え

酸 藻 d、、． タ 用 只 J主 ナ カ 全 － ー 得ノV 。
ノ 土 シ 有 三毛 4眠 ，、ノ リ モ ク ，ス ノV 掠...., 、
ア ノ 蓋効 J、、 露目 ト 普賞 ::l' 液
Fレ F重 ジ ナ ジ 菌 ア 云通 用 ト ヲ

jJ 類鴻 ノV ト 司 フ J、、 考
難得 l、



股遣ーメヒ用料 ‘ヲ ’メへシ 白リ～ノ好 ’リ
， 一

色ノサ焼ヲト使アキ多 7 ~ ク叉
-, 

試方／レ成呈ジ用高ア孔飛気控

験法ヲノセアシ 1ilft ;v 質散ノ合士

ヲナ要際 γ 頗温度カニジ多ジ類
ー寸

施リス侵メノV 度ニリジア少ー金
、、＇－－
行本以入 γ 遁低ア或アノV ユ定麗

セ官上スニ I蛍キ焼 ρ 且カヨノ 化

ノレ之コノv .＞、 スユ成土ツリリ形合
ア 、」

＝・ ュ 宰有此従ス類堅或有ト物

其依フ気機モヒノV 金牢 J、機ナヲ

結 P ンノ物ノ 其 場麗ナ土物ジ混
ク

果ア」量ニ ヲ量 合ノ、 JV 類ノアジ
（ 

ニ 小口ヲ血ジヲニ焼ー金金乾之
．同． 、

ョナ〉弘制勝、 ア増ノ、成碕層部燥ヲ

レノv .限「掠加ぷil 温ノノ、 或 γ 水

、 漉 2ジグ過ス藻度物桂 川 1臆 或
】リ、

色過とアュ作斯土ノ質藻 → 中

素塔ノ全 1 用グ百如ヲ土部ュ j苗
ノ守考部プトシニ何生中ノ、熱嘗

最作案ノど同ア劃ニスノ燃スナ

後リセ炭ノ ll.Y 得ショ而ー焼ぷノV

ノ二 ノV 素如ニタ O リジ部 ジノV 揮
痕オ鮭ヲキ完ノV 五 7 :t 分 犬 時接

跡ジ藻燃合金モ乃其嵯ノ炭ハ性

凶ハン土焼窒ナ ノ至量 藻駐酸侵液

之稀櫨ジ素 JV ノ、 ー ヲ土酸克入時

ヲ溶過去物股施 。 定ニ ト斯 ス ；ヲ

去液材ラヲ色過ノメ加化トノV 以

ノV ノ製シ用作材量極ア合ナ所ア



作 セ ヲ 七柑： 及其 格 － ー 材ノV JV 駐 ヨ

用 ラ加 十 藻 皐他 小某用 ゴh モ 藻 ト

J、 l〆 J、、 回土 術駐 － ー 表 ユ故亦土不、
色 f詰 プ 年 ノ 上藻 且面或 ー 天 ヲ 可

素 リ 之 － ー 脱 ーー 土 1ツ ，，、 J、採然滅能
、 ー「

ヲ 其 ヲ ア 色 モ j、 耐 時厚掠 ノ 過ナ

其後漉 － ー 作 亦油 久 々壁セ 僅材ノV
分一紙 リ 用 電量 ノ カ 刷管ノv 使料 カ

子千上 ン ヲ 逝錦 大 毛 そ； 用 ま日
L-

ノ 入 － ー 色 有 材 メ ナ ヲ 作 ノ ジ 使 シ

表百移素 J九 ト 一・． ノレ 以 ソ ヲ 得用
面七 J毛 ノ ノV ジ乳 カ ブ プ 夜 J、、 セ

十 時酒 ゴ フー 朕 故掃魅 ~ ジ ン
、

吸九 ノ、 精 ト 用 一 除力薄米 一
取年無溶 ノ、
’..， 途 ナ 庚ス ヲ 三号 図 d，、

ス ごE 色液早 ア v グ Y 要国産之

JV ン 透 ヲ ク リ JV  使 亡2 ス 板 ノ － ー
総 グ明鮭 ヨ 液 用 ト Y 或或幾

果~ ナ 藻 リ 時 セ ヲ 時 ノ、 ノV 分
（ 

ーー ~ Y 土知 ヲ フ 要1 ノ 国稲 ノ
<.n 

漉 鴻 傭筒 加るグ
門戸〈 ト フ JV 二九 ノ、

、
ア ~液共 レ 過 此 過ニ 質工

化 宣ヲニ 鼠 二九 モ 材作 一 ヲ
） 

事 J、得振 JV ノ 用 ~l 様施

作駐ノV 重量西 － ー J、 ーー プ .A 
六

用 藻 ノ 三ノ 暦 干 使 能供普 ジ ::2 

ノ 土質少ー 用 宰 .A 通ア ト
、

結 ノ 験量千 セ 大 此 ノ 堅普

果脱施 ノ A フ － ー 場 i慮級遁、

－ ー 色行水百 Lノ 債合過 ナ ナ
a・



馬涯合分 ・斯枚ジ流 （ー）石t ヲヌア

鈴青物ヲノ乃 ア 勤 藻 質チラ

薯 ノヲ蒸如至ー館経土 験 ν テ
’ 、
l 甘防刷費ク六枚ト藻 ρ セーシノV

L 

楽 水毛ジ ジ 十ノナ士虞 リ 肯コ

等性ュ去ア枚板シ七ク 等ト

ヲトテラ得ノト之十保保： ノヲ、
裁ヲ塗シタ薄ナヲ毛温 ￥H日fl 稀賓

培併抹メノV 暦ス板繊材 溶験

ス有ス 後 板 ヲ例上維ニ材・ 液シ
、 、

JV ス此其川 重へユゴ 使 ノ叉

ニ モ表 少ネ J、注 十周 灼ジ

嘗 ノ面ジ之厚流ヲセ 熱ヲ

リ ムニク ニユサ シ水ラ セイ

其 印加熱十四ア及 ；V JV ス
ー寸 、

球 チ熱シ二粍 極コi 其 純ク

根 製セア気ノメロ製 白 シ

ヲ 品ノv 原 座 板 アヂ法 制： グ

各 品土料以ヲ薄ク中 藻 JV
L 

季 ジ涯 混上作 屠 ム重 土（

間 ア青合ノノV トノナ 手 。
(fl 

厚 駐及ノ鹿ニシ混 JV j" g. 

テ 藻少際力 J、其合モ 股 2・
rn 

一 士量ユヲ少数物ノ 色 Z
ヌz
糎 ノノ使加ナ十トハ ジ与の

ノ 保土用 フ ク枚混左 得二

藁 温涯シノV トヲ和ノ へア

及 性油 タヲモ重ジ 如 キク

五 トノノV 要五ネアシ コジ

糎 土混水ス十歴竿 トご、



（→）顔 サ 燥 Lノ へ ブ セ（二）上上者惹 ノ

~q. ト ヲ JV 倫百 さ／ 使 ヲ ーー 起土

ヌ主 叉 ナ 待 モ オz 一 メ 澱用二 三／ ..A 壊一
，＞、

一
フ、 チ ノ 撹十 プ 粉 一 キ埋 ブ ノV ーーー寸 、

百 ~ 乾 プ 、 持五一五耐乃之事 ブ

ン 燥前 一 ジ 乃椛百s ユ 至 ヲ ア 蔽一 、
十 キ 後記部 ツ 至 ノ 委 ト 四使 リ フ

L 、
五 ヲ 之糊 ヲ 、 二 籾粉云糎用 高Ii ごε
、
陶 以 ーー 放少 四百 ヲ 五 フ ノ J主 記 前

土 プ 一物 ジ 高五作百 土 ノV ノ オミ

色 回 ノ ク ノ 十 リ，ニ 嬢 一 保 寒一
十 彩乃 ー 加 白 ノ撹趨 ＿，除、 温気、
f1l ヲ 至部温色 ιi二 持；蛍 プ 所板 ノ

藻 施 ヲ シ 又毛 三／ 量 蔽要 ノ、 2事
士 ジ l母更 タ d，、 ト ツ ノ フ ノ 此 メ

タ 亜 ノv 1;足五 、 冷 J、、 個損或一
十 JV 麻其板 白 百之水 ジ 所害 ノ、、
九 CE 仁上上色 ノ ーー ヲ 期 防 侵、
時 ノ 油 － ー ノ 車十加 ノ 置止 入

毛 ~n 製注注粧台五 d、、 立ll ヨF ノ 二λ

又 チ ノ 流流藻利 高徐 ク 破錦 ノV
ー寸

ノ、 製 － ー 三／ 三／ 土別 ノ k 三毛 壊 メ 雨

牛 ロEロ] ..A 斯 ブ ヲ 或沸 一 ノV ヲ － ー 水L 

毛 う‘ ヲ ク 薄加 ノ、 騰加 時避考 ノ

七 ~ 塗 シ ！昔 フ 甘水熱 ，，、 ク 案潟、 、
亜 抹 プ 件 新菜 ヲ ジ 板ノV セ メ 四

麻 ジ 一 ナ グ 糖注終 J、 2毒 フ 屡
仁 乾定 ジ ジ 液加 一 十 メ レ 損

制1 燥 ノ 其 ブ ヲ シ 煮 年 タ ‘袋•－＇主， 
一 厚乾 作加一 シ 次沸 以其 ，~〆 ヲ． 



目 プ ノv （四）銃 ブ 数保 漏合（エ）亦合五
、

的女子 塊 留 f（~ 1岡 話t出 － ー 及乾 三／ 褒

一 ク ト 水 ト フ － ー 材甚其（ニ）燥之粉
藤 1!t ナ 在古 ジ ＝才 -l;JJ ［ フ ジ 一 ノ 後 ヲ --一． 
ジ持 シ 子 ブ ト wr去 ヨ干 部方之健五

、

ブ ジ 更 ニ =E ヲ ジ リ 時 ヨ yoJ二 一 － ー 甘
多乾 ーー 百 ヲ下 得 プ プ 其 リ 一 亜 ブ 菜、

少 燥燐士有 一除管部 14 ・3 麻 少糖

其後酸涯効 般去 ヲ 分汽 リ ジ 被

者i之曹青 7- シ 修 ノ ノ プ 油 ク 一． 
メιJ、・ヲ 達 画‘ リ 是水繕 、、、 漏 作製加五

、

ヲ 粉五 ヲ 等 ジ 股 出 Lノ ノ 1昆 亜
麓末 そ 混

ー寸

ノ 浸 mi；落 二九 ノV セ 府L
ー「

ジ 一 7 メI-入5． 保 漬 保 .A JV モ 二え
才 L 

叉 ジ JV ジ 温 ジ flii'tノV 時 ノ 及表 i由
ー寸

用 J堅 フ 之 ホオ 7 材 :::7 其 ＿，』、 ぺ面 ノ

フ 力 フ ノ、 柔 ヲ ト 部之 ン 一 搾
ノレ ヲ μ、 一 金軟塗 ア 分 ヲ キ )I慎粕

L 

糊加 酸百 i麗 抹 リ 混蒸 ヲ ヲ
ヲ

精 J、、 曹 ノ ト ~ 7- 此 潤汽塗迫粉、
J、 ブ 達駐 イ七 管或場 ト 管抹 フ 末

出任 五 藻 合｛医 ，，、 合 ナ ／ プ
二Z

来 意 十士 Jえ 繕該 ニリ 保ノV 塗 セ、

得 ノ 糊 ヲ JV ノ 部 ＿，、 プ J《V且日l 附ノV
＝ョ

六五

/V 形精加 ＝宝 後分其暗ニ 二え よモ
ト 、

F艮 ト、 五 J、、 ト 再 ノ 漏黒使 此 ノ
ア

リ ナ 十 プ 4ノ・ ヒ 保 出 － ー 用 ’~~i .=: 

少 二え ヲ → ク 之混 部 襲 ース 合五
、

量但 加 様 従 ず 材分色 ノV － ー ヲ
ノ シ J、、 ナ ブ 以 ヲ ノ シ 場 モ 混



，｜ 

lロ】ロ 合 柔 リ ナ 塗稽 ツ（六）嘗（五）抵作 水
J、 三J ：軟製 リ 抹 ノ 、 ナ 抗 v ーー

耐 プ ト セ 又 ーー 膝之水ノV 草性ノV 溶

伸 一 ナ ノV 比遁 欣 六可合 一 他 解
力開 ;v 保重 Jえ 混比十 塑利 於 ノ Jえ

及 ノ ノ 温 小 ノV 合重 七性別 プ 類 へ

耐勝不材 一日 粘物一 ノ 一 優似 ジ． ． 、
！堅 般利 .＞、 保 度 ヲ 二二 馬 モ 五 ノV ノ 此、
力物盆工 J孟 ヲ 得一鈴 ノ 要所保 方
共質 ア 業性保 J、、 0 薯 ト 粉 ア 温 法
ヲ 上大 タ v ノ 製 ナ 一 リ 材 ーーー

一、 、 ． 
大作 然 多 ナ シ 之苛 澱 ジ五 ーー ヨ、
ーー リ ノレ ク ノV z‘ ー 性粉直粘 比 リ、 、
水甚 一 使 ヲ 此遁加十 一士 ジ 作

及 タ 之 用以 モ 蛍 里六使 十 防 v 、
諜遁 ーー セ プ ノ 量 或 ト 用牛 水 ノV

ー「

気嘗 ア フ 特 .＞、 ノ ，、 ヲ .A 毛 性 モ、
ーー － ー ノレ ノV 徴迅嵯苛混 五 保 ノ． 、
封桂 カ 、 遮藻性合 極左 温 ノ、

ジ 藻 リ ニξ J屯 一 士 曹 ジ 藻 性石
Lー 、

プ 土 ヲ 此 澱乾 ヲ 違 プ 土 及綿、
官E ヲ カ日 エ長 粉燥加 溶泥 五 温 水
ク 結 フ ノ 期 ジ ，、、 波紋 十 度硝
抵合 ；v ，，、 及 プ ブ ヲ 物 ー ノ 子
抗 セ i時混珪竪成 力目 ヲ 水 盤及
.A ジ .＞、気藻牢形 フ 作 ヲ イと有、 、
而 J..、品在 ノ 土 ナ カ日 /v リ カ日 一 機、
シ 随粉錦 ノ ノV 鹿 時 撹 J‘、 封物
ブ プ ト メ 晩‘、・ 塊或 ノ、 持 ブ ス ヨ

其製イと ーー ヨ ト ノ、 一 ジ 趨 ノV リ

品、
．、

」
ノ
J

ノ



後

ノ

JV モ「
ヲ
ィベ

使

用

ヨFノ、

分

B乙 1印I I 氏シブ

長 ~ 亦

同

様

使

用

先

ツ

ノ戸厚

改

良

ト.A ノ研

箆

手Fク

ヲ

得
、
へ

一
ヨ

ク
、
澱
粉

Lノ

粉

澱

.＞、

一
使

用

ス

‘
u
y

経

藻

士

Y
」
（
話
、
一

σ白
ご

ハ

／：ν 戸

Fm川

緩

徐

ナ

分

析

ヲ
ー

－ 

ト

キ

熱

セ

二i:.
7Jt 

ヨtフ

極、ン;v 施

行

レ〆容

易

JV 

メ

ア

徐

i.. 

JV 

燃

焼シ

「
径

四・一一
一「

F九
/J 

ノ、

保

温

材

エ

燃

焼

H寺

ヲ＝宝ヲ左ノ、

代

多

量

ト

有

機

物

々

其

取

扱

起ノ

結

果

セ

設

徐

ナ
フ

ノV合

有

ヲ

得燃

焼

、ン

ツ

、ヲ

藻
薄

片

斌

ナ

ヲT

JIイ

化

華

麗

化

的

チ

ノV

ヲJえアヌI、
土

=E: 

細

末

又

.A カ日JV 注

意

ノV

JV  ノ

F重 =E 

ノ

闘
世
．
潰
朕

馬

鈴

薯

以

外

ノ

馬

鈴

薯

？
ノ

‘ン

タ

/V 

ブ

製

後

見

7. 

キ

事

賓

ヲ

ヲ

要

リ
（
百
分
中
） 保

温

材

セ糊揺

氏 拙

相

及

澱

粉

J＇〆

／ 

ト

ヨ干百

四

十

度

万

至

ヨ

保

温

材

ジ

保

温

材

＝宝

ト

ノ

水

分

肪？酉
或精ー

樹溶｜
脂質￥1
λ 

，レ

E旨

ノ、

火

焔

ニ

自

然

燃

焼

ヲ

接

表

リ

.＞、

之

使

用

モ

ノヲ

長

ヲ

シィ

－7
E
R
 

， 
定

量

及

固

セ

リ
、
氏

プ

直

起
大
也

毛ー

燃

焼

ヲ

百

亙

十

度

ジ

暗

所

スプク

r／.－：国

-... 



（七）イ コぇ プ 二Z 嘗 ノV 二λ 極 ク ヲ ブ カ日 於
、

ロ 要之 jl/ 然 ::r メ 叉得 約熱 ブ

~it ブ ..A ヲ ヲ ノ 至 プ 之 J、、 五 ヲ 五?i
才

藻 リ ノV 熱 以 ::r ;v ア 緩 ヲ ジ 十 9-:i メ
ツ 、

土 ク、 ジ プ 迄 /V 徐 施 是 秒止 得
、

ノ、 ゴ3 保或 之 ナ 一 モ ナ シ 等 間 3、 フ
灼 溜L ノ、 ヲ リ J、 其． ノV タ ノ 普 JV ノV

、

を~~ ポ材燈燃 保 長 言忍 モ ノv 4物＂造語 通 モ J、、

セ シ’ ノ 火 蟻 温 日寺 メ ノ 部 メル凡. ノ 燃 キ
L 

;v ノ 自 ， ， 材 間 フ 一 分 燈焼倣

f藍 生然燭 危 ノ、 ヲ JV  シ ヨ 保 光 J、 光

ーー 成 燃 レ 険普 要 、 ブ リ 温 ーー 向 ヲ

プ ト 焼・ シ ア 通 .A 機 九 表lj 材 曝 元＝ 放

よE 一 ノ、 よ‘ ;v 面、 2、ノ 曾 時 股 J、 露 市I ツ、

之 mi.：倣ノV ごを 分 ヲ 少 間 ス 陪－ Jえ 次 而

ヲ 因 品目 等 ノ 中 以 ナ 一 JV 褐 JV 横 ジ

直 .A ナ ノ ト 七 ブ ク 約等色 時大 プ

J、、 ノV ::r 7雪 十其 燃ー ノ ヲ ごE ス 一、
保 ジ 有 ト フ 乃 原焼米 ::r 

三'E’ 同 又 タ
む盟 機 許． JV 至 因 ノ ーノ ト 二九 様 一 ヒ
材 物 々 モ 七 ノ 始割 ナ レ ナ 程 倣

ーー ノ 是 ノ 十 長 メ メ~玉Z、 シ’ ト ノV 乃 光、

使 緩 ア 殆 五 ク ヲ ナ ｛故 司と i故 至 ヲ

用 慢 ノV ト ノ 全日 ') リ 光 4皮 光 一 費、
ス ナ J、、 ナ 4圭 フ 使向蹟壊 ヲ 糎 ..A 

ノ、
ノV ノV ク 吋3 藻 1ノ 用 元z 大 .A 主ロ主店,, ノ JV 入

::r 燃 注 ノV 土 サ 一 燃 ノ JV 且‘ m! 
ト 焼 癒 """ ヲ リ 耐焼蓮 ::r ノV 離 至

ヲ ト ヲ ク 合 ジ ニi:. ヲ 度 ト ::r 一』 ノBイ
得

ー寸

、 パ要 従 有 ノ、 ヲ「 起 ，、 ナ ト 於 ヤ



熔 ヲ 物相： ジ ジ 必 一 普 乾充 ザlj

融有 ヲ 藻 ブ 要 i緊通 紙燥溺 J、、、

R占 ジ去土 空 ア シ ノ 管 ジ ジ ／、

ヲ 成ノV ヲ 気 リ プ 鏡 ヲ プ 之木、
有 形 ヲ 以 或然生型 用 更 ヲ 産品

Jえ 物要． プ ノ、 v J主 J、 ヒ ーー 所布
' JV ／、 ス 鏡 兎 ト ノV 熔鋳結べ要 ヲ、

金灼斯型 斯モ克融型某ン ノ 以

麗熟 ノ ヲ ヲ駐斯セ 良キ佃ア

ノ .A 如 作 其藻ヲ／V －，刊k・－好 Lヲ－ 所ー

鏡ノV ク ノV 各土逃金 ナ 塗 － ー ノ
型 エε 庭 まし ヲ 出 麗 リ レ纏細

一 破理 J、 ヨ 以 セ ヲ ト ノ、 容長
，＞、 壊 ジ 之 リ プ ミノ 注 云足 ジ キ

直 .A タ ヲ 逃作 よ‘ 入 フ Lノ プ 管

ーー ノV JV 灼 去 リ JV .A リ 支． ヲ
、

使 ::7 ごE 熟 セ タ 潟 JV 製全形

用 ト ノ 手ノ ミノ ノV メ － ー 氷面 成

セ ナ 一 草分 メ 銭 一 嘗 機 ヲ 三／

フ ジ プ 砕 特型之 リ 械蔽之、 、
ノV 此 モ ジ ーー J、 ーー 鏡 水 ヒ

J、、 モ 術水 逃其相型 管其 灼

ク ノ オ＝ 簸 [] 多嘗 中 等上熱、
叉 ，、 十 ジ ヲ まし ノ ノ ーーー 一 三ノ
熔亜分砂 設質、逃宰 ノ、澱 タ

ノ、
九 融鉛 ナ 其 ク ナ 口 気 木 粉ノV

貼 ヨ JV 他 ノv JV ヲ 或 綿糊桂

ノ リ 可 ノ ノ 結設 ，＞、 管 ヲ 藻

高低塑不 要果 ク注 ノ 施 土

キ？ キ性純 ナ ト ノV 入 代 ジ ヲ



.. 
個 メ（ー）

所 タ

ノV 採

Rr モ 掘
フ ノ マセ

JV ノV

時石億雑
.＞、 茨 ノ

、

石酸粧

長ヲ藻用

酸吸土

ノ、 牧 ノ

徐 セ 塊

々 ジ 片

メ 或

揮之 ノ、

接 ヲ 其

ジ 開 粉

プ 放 末

殺セ

菌 .JV 聴

作容 力

用器 ・ヲ

ヲ 中 カ日

fi' 一 J、、

プ 投 ブ二

ジ 成

所 J~
~ 要 ・iz: ． 
ノ 三／

日

ノV 面合キ f豆 ナ 高虫 ...、 在荷 吾ε

コ ノ キ立 ト ジ 要占灼竣ノ

ト 間平子長水高熱 ヲ

ア 凸？骨 ヨ サ ヲ ク 三／ 以 1¥t
リ ヲ ナ リ 加旦 プ プ ジ

明 リ 成 ヲ、
J、、 ヅ 酸洗 プ

ナ 而 ノV 甚普 可 ノ 芸評 ノ、

ブ シ’ 粘 τノ ；邑塑痕 ジ m、ti
手ノ 7 土 ク ノ 性跡 プ 記

よ‘ 幾製異 方 ヲ 司， 其 ノ

ノV 分 ーー 法有 去熔如
カ，美比 ス ジ リ 融 ク

2毒 制百 シ JV ヨ 又使貼慮

メ 的堅~ リ 甚用 ヲ 理
メ Lj与， メ プ タ _7. ｛民 セ

普鏡 其作 多
、

此減ノV

通物 シ 表
, 
孔 モ _7. モ

ノ ヲ プ 面 タ 質 ノ J、、 ノ

場 作叉耕l ノV ナ .>• ヨr ，ヲ

メι』凡 フ 鋳 目 鋳 , 、 殆盤更
ヨ ン 造朕型斯 ト 基 ーー

リ セ ヲ J、 ノ ,fi~~ ヲ 稀－

多 ス ’JV 呈岨；如酸去盤

量 ノV 金 ジ 藻 ヨ干 ノ 、｝ 酸

且 土
、

・" 場麗 モ 句、、． 更稀

水合 /.. ツ ノ ノ ヨ 硫

ヲ 表球粒 守、 リ 洗酸

使 .＞、 面形 子原成芸評或

周銭 モ 一 ノ 料 リ ミノ .＞、

型事l 直_7. 近 ト 熔或稀． 

、！

七。



（五）敗（四）或 ナ 純 プ 土 リ コ（ニ）粉 セ （二） ' 
ら

ヲ ノV JV 物 ノV ーー 高 ト 「末ノV
'-

安防 肉椛油 ヲ 等ー 吸 ヨF ヲ 木泥 モ 心主、
全 ク 果 ノ 類挟 取 ＝宝 得綿炭 ノ 藻、
且，、広、，
＝コr 賓誠I 雑 プ セ ト 或繊 ノ ヲ 土、

庫 ト 野 ノ、 ,fil 三主 潤 フ 競 ..＞、 維混以 ノ、

ノ ヲ 菜石:t 藻ノV セ ノレ、 氏木 ト メu凡 プ 大

声i得等藻土脂ノレ 或 十綿駐物創 ナ

壁 ヲ 士 ヲ 肪駐 J、 度 織藻 傷 JV 

間 必圭 カ日 ーー 藻 1由 乃 維土比部 吸、

一 藻 ヨ へ 駐土 脂 至 ト ト ジ ヲ 牧

制； 土 リ 撹藻 ヲ 肪 十位 ヲ ー蔽 力、
藻 ヲ プ 伴土以 樹 二藻好層 フ ト

主 以 j票放 ヲ 7 脂 度土 ク 有時細

‘ー安 ブ 白 置混拭 ~ メ ト 接効 菌

充 γ 蔽セ ..A 三1 7フ ノ 温 ヲ 燭 ナ 化 ノ

～填 一フ フ ノV 布 時 附 度接 セ リ 膿滞

コス 時 ノV 時袋 d，、 着 鯛 ミ／ ト ヲ 過

ノV 、t J、 ト ，，、 一 其 セ 熱 セ よ‘ 'A 防力

日寺 暑 ：云不大油 jv 二え ジ ;v フ ク ト

..＞、 熱 ァ純 t/ 類 ~ ノV メ、時 ノ ヲ

金 ノ 物座 ヲ 物 時之 ノ、 効有

庫 、 鶏 ヲ 搾去 ヲ ノ、 ヲ 繊 lアス-, 

七

本 メ 去ス ノv ，くご 脂脂維 而jヅ、r i JV ! 

来 ;v ノレ ＝コr ン 肪肪 ヲ Iカ i

ノ 起 ::? ゴ2 ト チ． ノ、 ノ 9 シ故

目 ノV 或 ヲ シ 直熔股 ブ

白9 所 ヲ ノ、 得 － ー 融脂 f.~1t 其、 ー寸

ヲ シF 得不叉 ニE 相； 貼 フ、 苦灼、
達 腐 又純不 藻 ヨ ノレ 及熱



ー

防（七）充 ス （六）ジ::t ーー
廷： 炭 灰山 タ タ ミ／

ト ク 填 プ ノV 一
潟純 ト j在 居-"- ア ス ..＞、

ん白ぬ

酸 酸 リ メ 粋 ノV 多異 藻 而t
A 、

言葉
-' ‘－ 

ラ 其 一 ノ τ玄 季 ナ 土 タ又
チ
.; 

普 封 ト ノ リ ヲ 性苦 石 一
ヅ

一 通自嵐 ア 巌 プ 床 ナ.; チ 一
ノ 石 .＞、 リ 寒害 下 ノ1〆

ゴニ j二 灰 t白 .; JJ 
、

混 宮 急 其 ヲ 議 叉 ノ
一 、

合硫蓮 之防護を ノ、 、喝、

書 害1] 酸 一 ーー ク 生天 ナ甲

合重熔 使 ~ ノ 井 フ

一 ヲ 土 融 用 メ 恐 裏 .A 

一五 。 図 示等 ジ セ 一 ナ ーー 重。。 。。
筒
セ ヲ 其l ラ 建 ク 充 量
ノ、 添儀 ノV 築 保 填 ヲ

乙

左加 、 物混 .A 減
ノ .A プ 数 ヲ 並 ノV .A 

一
五 用 、

七

． － 
-!:; 五 。 女日 或 ノ、 量二 一 時， JV． 

五 。ヨ王 五 。。
使 重 絶一 ジ ，、 .＞、 d，、

＝玄

之 用 莫 壁 昔鋸 ト
甲
一 不 大 ト 一 屑 ヲ
佐便 ナ シ 効等得一 五ーー

五 五 五 。 藻 ナ リ 其 ア ノ． ． ． 。。。。
一色 土 JV ト 間 リ 有、

ヲ ヲ ヱ五 一 露機
I:; 

乙 代 以 フ 制t園 物
用 ブ 藻 ノ ヲ

一 一 用主 五五五 五 .A 之 士 都 使． 。 0 0 0 。 ノV ヲ ヲ 市用



危（九）素運 セ （入）
石程'f1 光 τz 

.＞、 険 ヲ 設 JV

ー寸 プ

水嵯 ナ 碓吸 フ
ロ

ジ モ ツ

中藻 ク 藻牧酸 ノ フ ブ 化

‘ 
－ ー 土 使土 刊Z 類 ノ、 ン 宅 明 す

投 ー 圭利 － ー シ 使浪 ク pレ

* 、 L 

.A 消 接 藻 ナ 酒 メ 用 厚 ノ ツ

"fJ 
IV 石 リ 精 プ ノ 酸方メ口入 土 .;,. 丹 ム 銀
モ 方疋 石地際類 ？去
キオ 一

崩 一
ノ

油 中 ノ ーー

壊 及 ｛包 等 .＞、 ~及 ヨ

セ 標 撃 ヲ 埋水牧 リ

ヲT 準
的

扱 メ ヲ 材 嵯

ノV 砂 牧 葡 以 藻 一。
’性

ーー－ー
－ ー 一 セ 萄 プ 供土一
至 ヲ 質 ジ 根之 ス ーー

' 
ノV 混 メ ノ 守 JV ア
、 ノ
其合 タ 除 熔 ヲ JV 

耐 利 議出 4号カジ JV 一． 、 五
座 プ 用 モ 材 ス ~JJ ヲ、 L 

力作 ノ ニ叉 ご手 ト

，、
L〆 J、 供此之 有

左 ノV 家 ス 焼 ヲ 機 ノム、 七
ノ 接 事 成錫物 。五 七． 
如合 用 物箱 ヲ

。。五
ジ 材 燃 ーー 中混..－、
糠－ .＞、 料 一 一 シ一＝平一 ト 硫牧 プ

イ、ナ、．方_. u 
イと 焼ー

四 七
ジ メ 五 五

後 プ 炭 プ 成
。 。

七
2
4
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時
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過
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経

過
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五
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亦
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七
五

意

セ

ヲT

ノV

J、、

jJ 

フ

..A 

女日 使 一 ン 一 .JV 時 他 （二）
予司 用 石主 チ 諜粘 ト、 ノ

ー「
Jミ 藻 ン 潤度 ジ 揮 7' 、 L叩 エ

ヨ 担 士五 セ ヲ プ 建を 布、、
リ v 及 脂ノ，，4事． ノ、 f生 ‘／ 

プ 此 業肪壁 タ 非液 ア

，位塗 他 酸面 ジ 耐時 〉／

、
藻 料 ノ 五 ノ メ 酸及 タ、
土 ヲ 材 「塗 タ性 脂、 ，、、吋p
陶 装 キヰ 料ノV 物肪 "'. 、

士 飾 ヲ
ン
ト ごE 質 ン、

ヂ－百,_,_ 用 カ日 ジ ノ ナ 溶 チ

土
ン

一
J、、

L プ ノ‘ ノレ 解 ン、 L 

決供 プ 一 ノ、 風 苦 シ 及

j通十
ー「

酸 セ タ 雨土之普
”ー、‘ 、

石 ン 嘗或 ノ 長 j邑

2疋 ナ 少、 ぺ作酸稲l ノ、
欲

一「
亜 ,IV f,,者 〉／ 用石藻 タ

鉛 ス 粘 ホ チ ；択 土
ー， 、

華 ノV 度 タ シ i耐並！均 J、、. 

及 時 ヲ L五一 品 土 三ノ

顔 ノ、 保 ぺ 寸：而 顔及 チ
ー一、t

料其 タ ン ウ守 ジ 料其 ン
コL L 

)' 目 三ノ チ -1- ブ ヲ 他 ヲーー目、
混 的 メ ン 三ノ 餓加 ノ ，、、や

L 

メι』弘、 ト タ 五 ア キ寸 J、、 耐 ン、
官1] ..A ノV 十 〉〆 木 ブ 酸 ヲP、

材適性合 ノV ニ正 ヲ タ ン

カH
L 

色 ノ 及嘗物或

注 十j ヲ
／ ー？
ぺ常 ナ 質 ＿；・、） 

ヲ ノ 及（ー）

塗作鍍

ノV 用物砿
J、、 一 性酸
ジ 而-t顔加

ヱ料 里、
使五二

用十十、
ノ ヲ 長

際混石
ノ、 合十、
之 セ 沈

ノレ l嘩

石 ごE 性

放 ノ 人口

乳 .＞、 水

ヲ I沓刷：

混壁酸

和用 二

ジ 塗十

乾料七，、
燥 7k 

後供 日日目 : 

其 セ： 石 ；

表 フ }L 

面 レ 石圭

一 好藻
水 }' ゴ二

硝風十
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